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娘と絵本 

大島 均 

  

この４月から特別支援学校に勤め始めた娘から電話があり、幼いときに読んだ絵本を自分の

担当している児童に読んであげたいから連休を利用して取りに帰るとのことでした。連休に帰っ

てきた娘は、５００冊ぐらいある本棚の前に座りこみ数冊の本を選び出していました。選びはじめ

たら子どもの頃を思い出したのか、かなりの時間をかけていました。小さい頃に読んだ絵本でし

たが、思い出と共に内容もよく覚えているとのことでした。自分の学年の児童の好みそうなものを

楽しみながら選ぶ後ろ姿は格別なものでした。 

今思い返してみると、子どもたちが幼い頃毎晩のように、読み聞かせていたことを思い出しま

す。これらの本は、長女が生まれたときから毎月４冊ずつ買っていたものです。この本は、幼い

子が自分で扱うのにちょうど良いもので、大きさも重さも（それから値段も）手頃であったのです。

読んでほしい絵本を本棚から自分で選んで持って布団に入ってきていました。「こどものとも」の

年少版と年中版、そして「かがくのとも」の３冊です。いろいろな国の童話や民話を絵本にしたも

のや科学的なことを絵本にしたものなど様々な内容のものでした。私が知っているお話もあれば

新作もあり、子どもだけでなく私もとても楽しみにしていました。 

また、「かがくのとも」の内容は、とても専門的であるのに、幼い子どもが見ても聞いても楽しく

なるような絵と説明文でとてもすばらしいものでした。子どもたちは、同じ本を何度読んでもあき

ることなく、読む度に驚いたり、喜んだりして何度も読んでほしいとねだってきていました。私にと

ってこの読み聞かせの時間は、子どもと触れ合う貴重なときだったと思います。 

本はテレビやＤＶＤと違い、それぞれの子どもの考える時間に合わせて、話をしながら読むこと

ができて、さらにゆっくり子どもの感想や考えを聞くことができて、よいものだと思います。現在、

本離れや活字離れと言われていますが、本をたくさん読んで多くの人の考えや思いに触れて、

自分の考えを見なおすことも大切だと思います。 

子どもが小さい時期は、親子が一緒になって家族で本をゆっくり読む時間を週に１時間でも取

れたらすばらしいことだと思います。ゲーム等では育たない豊かな感性が芽生えると思います。 

（ おおしま・ひとし / 大村小学校長 ） 
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●光る！泥だんごをつくろう 

ふつうの土と水だけで、光るだんごがつくれます。 

日時 ： 平成２１年８月２３日（日） 【雨天中止】  午前１０時～午後３時頃まで（受付９時３０分～） 
場所 ： 筑西市立明野図書館 （視聴覚室集合 → 屋外で作成） 
申込み ： 明野図書館に直接又は電話でお申込みください。 
持ってくるもの ： 軍手・ストッキング（みがくため）、ビニール袋（小）・お弁当 
※当日は、帽子とタオルを用意し、汚れてもよい服装で来てください。 

 

●おはなし会・映画会 午後３時から 児童室にて 

８月１日（土） 
おはなし会 

『ぼくがラーメンたべてるとき』 
長谷川義史 作・絵．  
教育画劇 

『たまごにいちゃん』 
あきやまただし 作・絵． 
鈴木出版 
 

映画会 
「１４ひきのせんたく」 
   

８月２日（日） 

おはなし会 

『すいかのたね』 
さとうわきこ さく・え 福音館書店 
（ばばばあちゃんのおはなし） 

「ないたあかおに」（かみしばい） 
浜田広介 原作, 立原えりか 脚色．  
奈良坂智子 画．  ＮＨＫサービスセンター 
 

映画会 
「オズの魔法使い・マーリャンと魔法の筆」 
（世界昔ばなし） 
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